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1.   本投資信託説明書（交付目論見書）により行う「CAりそな アジア資産分散ファンド」
の受益権の募集については、委託会社は、金融商品取引法（昭和23年法第25号）第5条
の規定により有価証券届出書を平成20年11月7日に関東財務局長に提出しており、平
成20年11月8日にその届出の効力が生じております。

2.  本投資信託説明書（交付目論見書）は金融商品取引法（昭和23年法第25号）第13条の
規定に基づく目論見書のうち、同法第15条第2項の規定に基づき、投資家がファンドを
取得する際にあらかじめまたは同時に交付を行う目論見書です。
また、当該有価証券届出書第三部の内容を記載した投資信託説明書（請求目論見書）に
ついては、販売会社を通じて投資家の請求により交付いたします。なお、販売会社に投
資信託説明書（請求目論見書）をご請求された場合には、その旨をご自身において記録
しておくようにしてください。

3.  ｢CAりそな アジア資産分散ファンド」の受益権の価額は、同ファンドに組入れられてい
る有価証券等の値動きや為替の変動による影響を受けますが、これらの運用による損益
はすべて投資家の皆さまに帰属いたします。

4. 当ファンドは投資元本及び分配金が保証されているものではありません。

（投資信託についての一般的な留意事項）

投資信託は、その商品の性格から次の特徴をご理解のうえご購入くださいますようお願い申
し上げます。

・投資信託は預金ではなく、預金保険の対象とはなりません。

・投資信託は保険契約ではなく、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。

・銀行を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

・投資信託の設定・運用は投資信託委託会社が行います（銀行は販売の窓口となります）。

・ 投資信託は値動きのある証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に投資するため、
投資元本及び分配金が保証された商品ではありません。

・ 投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客さまが負うことにな
ります。

・ 投資信託のご購入時にはお申込手数料、保有期間中には信託報酬及びその他の費用等がか
かります。

・投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

（金融商品の販売等に関する法律に係る重要事項）

当ファンドは、主にマザーファンドの受益証券を通じて外国株式や債券及び不動産投資信託
証券等に投資しますので、当該有価証券の価格の下落や当該有価証券の発行体（企業）の倒産、
財務状況の悪化、金利の上昇及びそれらに関する外部評価の変化等により、基準価額は影響
を受け、損失を被り投資元本を割込むことがあります。また、為替の変動（円高となった場
合等）により当ファンドが実質的に投資する外貨建資産の円貨建価値が下落し、基準価額が
下落、損失を被り投資元本を割込むことがあります。
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ファンドの概要

当概要は、投資信託説明書（交付目論見書）本文の記載内容を要約したものです。
詳細につきましては、各該当箇所をご覧ください。

ファンドの名称 CAりそな アジア資産分散ファンド
愛称：アジぶん

商 品 分 類 追加型株式投資信託／バランス型

ファンドの目的

当ファンドは、日本を除くアジア※諸国・地域の株式、ソブリン債
（国債等）及び不動産投資信託証券を実質的な主要投資対象とし、
安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を
行います。
※  アジアには、オーストラリア、ニュージーランドなどのオセアニア諸国
も含まれます。

主な投資対象

下記の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。
① CAアジア好配当株式マザーファンド
② CAアジア ソブリン マザーファンド
③ CAアジア リート マザーファンド

信 託 設 定 日 平成19年9月21日（金）

信 託 期 間 平成19年9月21日（金）～無期限

決 算 日 毎月8日(休日の場合は翌営業日)

収 益 分 配 毎決算時に、収益分配方針に基づいて分配を行います。

申 込 期 間

平成20年11月8日（土）～平成21年11月7日（土）
ただし、ファンドの休業日※にあたる場合は、お申込みできません。
※  ファンドの休業日とは、東京証券取引所の休業日、香港証券取引所の休
業日及び香港の銀行休業日ならびにシンガポールの祝休日のいずれかに
該当する場合を指します。

なお、申込期間は、前記期間満了前に有価証券届出書を提出することによっ
て更新されます。

募 集 上 限 1兆円
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お 申 込 単 位
1円または1口を最低単位として販売会社が定める申込方法及び単位
とします。

お 申 込 価 額 申込受付日の翌営業日の基準価額

途 中 換 金

原則として、毎営業日換金（解約）できます。
ただし、ファンドの休業日にあたる場合は、お申込みできません。
「換金請求」または「買取請求」によりお申込みいただけます。
買取のお取扱いについては販売会社によって異なりますので、お申
込みの販売会社にお問合せください。

換 金 単 位 1口を最低単位として販売会社が定める単位とします。

換 金 価 額 換金請求受付日の翌営業日の基準価額

換 金 代 金 の
お 支 払 い

換金請求受付日から起算して、原則として5営業日目から販売会社
においてお支払いします。

委 託 会 社 クレディ･アグリコル アセットマネジメント株式会社

投資顧問会社 クレディ･アグリコル アセットマネジメント･ホンコン
クレディ･アグリコル アセットマネジメント･シンガポール

受 託 会 社 りそな信託銀行株式会社

販 売 会 社
株式会社 りそな銀行
株式会社 埼玉りそな銀行
株式会社 近畿大阪銀行

【基準価額及び換金価額について委託会社の照会先】

クレディ･アグリコル アセットマネジメント株式会社　お客様サポートライン
電話番号：0120-202-900（フリーダイヤル）

受付時間：月曜日～金曜日(祝休日を除く)の午前9時～午後5時
（半日営業日は午前9時～午前11時半）

インターネットホームページ：http://www.caam.co.jp
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ファンドの特色
当ファンドは、日本を除くアジア※諸国・地域の株式、ソブリン債（国債等）
及び不動産投資信託証券を実質的な主要投資対象とし、安定した収益の確保
と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。
※アジアには、オーストラリア、ニュージーランドなどのオセアニア諸国も含まれます。以下同じ。

1． 各マザーファンドの受益証券への投資を通じて、実質的に日本を除くアジア諸国・地域の株式、ソブ
リン債（国債等）及び不動産投資信託証券（以下「リート」といいます）に主として投資し、安定した収
益の確保と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。
< 当ファンドが投資対象とする資産別のマザーファンド >

資　産 マザーファンド
株式 CAアジア好配当株式マザーファンド

ソブリン債 CAアジア ソブリン マザーファンド
リート CAアジア リート マザーファンド

2． 各マザーファンドの受益証券の基本配分比率は下記の通りとします。ただし、実際の配分比率は、下
記基本配分比率と乖離する場合があり、また、予期せぬ投資環境等が発生した場合には大きく異なる
ことがあります。なお、基本配分比率については、将来見直しを行うことがあります。

マザーファンドの受益証券 基本配分比率
1 CAアジア好配当株式マザーファンド 3分の1程度
2 CAアジア ソブリン マザーファンド 3分の1程度
3 CAアジア リート マザーファンド 3分の1程度

3．実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
4． 資金動向、市況動向の急激な変化が生じたとき等ならびに信託財産の規模によっては、前記のような
運用ができない場合があります。

● 当ファンドは、追加型株式投資信託・バランス型に属しています。
●  1兆円を限度として信託金を追加することができます。ただし、受託会社と合意のうえ、当該限度
額を変更することができます。

● 当ファンドは、ファミリーファンド方式※1で運用を行います。

投資

損益

投資

損益

投資

損益

受
益
者

申込金

投資

損益

投資

損益

投資

損益

分配金
償還金
換金代金

株式

アジア諸国・地域

ソブリン債

アジア諸国・地域

リート（REIT）

アジア諸国・地域

C
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な 
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（
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ベビーファンド マザーファンド ※2

CAアジア好配当株式マザーファンド

CAアジア ソブリン マザーファンド

CAアジア リート マザーファンド

※1  ファミリーファンド方式とは、複数のファンドを合同運用するしくみで、取得申込者から集めた資金をまとめてベビー
ファンドとし、その資金を主としてマザーファンドに投資して、マザーファンドにおいて実質的な運用を行うしくみです。

※2  「CAアジア好配当株式マザーファンド」及び「CAアジア リート マザーファンド」に係る運用指図の権限は、クレディ・ア
グリコル アセットマネジメント・ホンコンに委託します。
「CAアジア ソブリン マザーファンド」に係る運用指図の権限は、クレディ・アグリコル アセットマネジメント・シンガ
ポールに委託します。

【イメージ図】【イメージ図】
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ファンドの主な投資リスク及び留意点

以下に記載する投資リスク及び留意点は当ファンドの投資信託説明書（目論見書）に記載するもののうち、
一部の要約であり、当ファンドに係る全ての投資リスク及び留意点を網羅するものではありません。
リスクの詳細は投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドの主な投資リスク及び留意点」をご参照くだ
さい。　

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもありま
す）に投資しますので、基準価額は変動します。従って、当ファンドは、投資元本が保証されているものではあり
ません。信託財産に生じた利益及び損失は、全て受益者に帰属することとなります。当ファンドにおける主な投
資リスクは次のとおりです。これらの投資リスクにより、当ファンドの基準価額は下落する可能性があり、損失
を被り投資元本を割込むことがあります。

主な投資リスク 主な投資リスクの内容（損失が生じる恐れのある理由）

価格変動リスク

有価証券の価格は経済状況や金利、証券の市場感応度の変化等により変動します。
従って、ファンドの基準価額は、ファンドが置かれている投資環境により変動します。
当ファンドが実質的に投資する有価証券の価格が下落した場合、ファンドの基準価額
が下落する要因となり、損失を被り投資元本を割込むことがあります。

信用リスク

有価証券等の価格は、発行体の財政状況、一般的な経済状況、若しくはその両方、あ
るいは金利の予期せぬ上昇により、特に債務超過の発行体が利払い・元本償還能力
を失うおそれのある場合や発行体の財政状況等に関する外部評価の変化を含む信
用状況等の悪化により不利な変動をすることがあります。当ファンドが実質的に投資
する有価証券等の価格が信用リスクの上昇により値下がりした場合、ファンドの基準
価額が下落し、損失を被り投資元本を割込むことがあります。

為替変動リスク

当ファンドが実質的に投資する外貨建資産については原則として為替ヘッジを行い
ませんので、為替変動の影響を大きく受けます。円高となった場合、投資する外貨建
資産の円貨建価値が下落し、ファンドの基準価額が下落する要因となり、損失を被り
投資元本を割込むことがあります。

カントリーリスク

投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場
合、または取引に対して新たな規制が設けられた場合には、基準価額が予想外に下落
したり、方針に沿った運用が困難となることがあります。当ファンドの投資対象国・地
域には新興国が含まれます。一般的に、新興国の経済状況は、先進国に比べて脆弱で
ある可能性があります。そのためインフレ、国際収支、外貨準備高等の悪化、また政治
不安や社会不安あるいは他国との外交関係の悪化などが株式市場や為替市場に及
ぼす影響は、先進国以上に大きくなる可能性が高くなります。さらに政府当局による
海外からの投資規制などの規制が緊急に導入されたり、あるいは政策の変更等によ
り証券市場が著しい悪影響を被る可能性があります。この場合は、投資する資産の価
格が下落し、ファンドの基準価額が下落する要因となり、損失を被り投資元本を割込
むことがあります。

リート
（不動産投資信託）
に関わるリスク

リート（不動産投資信託）の価格及び配当は、不動産市況に対する見通し、市場におけ
る需給、金利、リートの収益及び財務内容の変動、リートに関する税制、会計制度等の
変更等、様々な要因で変動します。当ファンドが実質的に投資するリートの価格が下
落した場合、ファンドの基準価額が下落する要因となり、損失を被り投資元本を割込
むことがあります。

主な留意点 主な留意点の内容

その他の留意点 当ファンドはアジア諸国・地域に限定して投資を行うため、十分な分散投資効果が得
られない場合があります。
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●お客さまに直接ご負担いただく費用及び税金（個人のお客さまの場合）

時　　期 項　　目 費　用・税　金

お申込時 申込手数料
3.15％（税抜3.0％）を上限として、販売会社が定める
率を申込受付日の翌営業日の基準価額に乗じて得た金額
とします。

途 中
換 金 時

信託財産留保額 ありません。

所得税及び
地 方 税

平成20年12月31日までは換金価額の個別元本超過額
に対して10%（所得税7%及び地方税3%）が課税されま
す。平成21年1月1日以降は特例措置を除き換金価額か
ら取得費（お申込手数料等を含む）を控除した利益（譲渡
益）に対して原則20%（所得税15%及び地方税5%）が
課税されます。

収 益
分 配 時

所得税及び
地 方 税

平成20年12月31日までは普通分配金に対して10%
（所得税7%及び地方税3%）が課税されます。平成21年
1月1日以降は特例措置を除き普通分配金に対して原則
20%（所得税15%及び地方税5%）が課税されます。

償 還 時 所得税及び
地 方 税

平成20年12月31日までは償還価額の個別元本超過額
に対して10%（所得税7%及び地方税3%）が課税されま
す。平成21年1月1日以降は特例措置を除き償還価額か
ら取得費（お申込手数料等を含む）を控除した利益（譲渡
益）に対して原則20%（所得税15%及び地方税5%）が
課税されます。

当ファンドの収益分配金は、配当控除 ･ 益金不算入制度の適用対象外となります。
上記は、平成20年5月1日現在の税法に基づき記載しております。
税制が変更 ･ 改正された場合は上記の内容が変更になることがあります。
当ファンドの会計上 ･ 税務上のお取扱いについては、あらかじめ会計士･税理士にご確認く
ださい。

●お客さまに間接的にご負担いただく費用（保有期間中にファンドが負担する費用）

信託報酬 純資産総額に対して年率1.5855%（税抜1.51％）を乗じて得た金額が
日々かかります。

その他の
費 用

上記の信託報酬以外に信託事務等の諸費用、監査報酬及び実質組入有価
証券の売買委託手数料が信託財産中から支払われます（その他の費用につ
いては、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等
を示すことができません）。

なお、費用の合計額は、お申込金額や保有期間等に応じて異なりますので、表示することは
できません。

詳しくは投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドにかかる費用・税金」をご参
照ください。
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